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ハイグレードな都心型高齢者施設

ＡＩＰヘルスケアジャパン
合同会社　　　　　　　　
マネージング・ディレクター

福元　均

設計コンセプト

近代的な街並みと調和する外観

ＡＩＰ豊洲ビル　完成
（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　５月１０日　（水曜日）

レストラン兼リビングダイニング 共用部 スカイラウンジ

■工　事　名　称：（仮称）江東区東雲１丁目複合プロジェクト
■工　事　場所：東京都江東区東雲１丁目５－
■事　業　主：ＡＩＰヘルスケアジャパン合同会社
■建　築　主：合同会社かがやきシニアレジデンス
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：ＲＣ造
■階　　　数：地下１階地上９階
■設計・監理：株式会社井上穰建築デザイン研究所
■施　　　工：鉄建建設株式会社
■工　　　期：年月１日～年２月日

※写真提供／鉄建建設

エントランス

エントランスロビー

エレベーターホール・廊下 居室
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　このたび、東京都江東区で開発を進めてまいりました
「ＡＩＰ豊洲ビル」が完成いたしました。事業推進にあ
たりご理解ご協力をいただいた地域の皆さま、設計者の井
上穰建築デザイン研究所様、施工者の鉄建建設様にお礼申
し上げます。
　ビル名には、年にアジア・インベストメント・パー
トナーズ（ＡＩＰ）が米国コロラド州デンバー市に設立さ
れてから年目にあたることを記念して「」を付けまし
た。
　１・２階が東武ストア、３階が民間学童保育、４階が医
療モール、５～９階が定員人の介護付き老人ホーム
「プレザングラン豊洲」、地下１階が駐車場となります。
江東区湾岸部の豊洲・東雲地区は、さまざまな世代が集ま
り人口増加を続けているエリアで、近隣の方々の生活や育
児、健康にも貢献できると考えております。

　「プレザングラン豊洲」は、総合福祉事業大手のケア
様の要望を随所に取り入れたＢＴＳ（ビルド・トゥ・スー
ツ）型の老人ホームで、当社が東京都心で展開する複合型
高齢者施設として５件目となります。和風を基調にした仕
様で、ハイグレードな生活空間を提供します。
　日本は高齢社会に突入し、都心部でも急速な高齢化が進
むと予測されています。長年都心で暮らしてきた方々から
は、引き続き住み慣れた地域で老後を送りたいと、都心型
高齢者施設に対するニーズが高まっていますが、高齢者施
設は郊外型が一般的で、都心型は大幅に不足しているとい
われています。都心であれば、交通や買い物の利便性が高
く、医療機関・福祉サービスが充実しているなどのメリッ
トを享受でき、家族も訪れやすく、より安心で快適な暮ら
しを実現できます。
　引き続き当社は、東京都心部で地域特性や運営会社様の
ご希望に応じた付加価値の高い高齢者施設の開発を進めて
まいります。

　ＡＩＰ豊洲ビルは江東区東雲一丁目に位置し、低層
階にスーパーマーケット、認可外保育施設、医療モール、
高層階に有料老人ホームが入る地下１階、地上９階の複
合型施設です。外部デザインについては、公共性の高い
低層階と居住空間となる高層階を分けた構成としており
ます。

　低層階に関しては、金属パネルによるフレームを構成
しカーテンウォールやアルミルーバー、壁面緑化などを
積極的に採用することで、超高層マンションが立ち並ぶ
近代的な街並みとの調和を目指しました。居住空間とな
る高層階に関しては水平ラインを強調させ、乳白ガラス
による手すりを連続させることでプライベートを確保し
ながらも軽やかで落ち着きのあるデザインとしておりま
す。建物中央部にはライトコートを配置することで採光
や通風を確保すると共に、視覚的な広がりを生み出し、
開放的な内部空間を演出ました。
　有料老人ホーム部分の内装については、和を基調とし
たデザインを採用し、天然木による日本古来の組子や千
本格子を共用部の各所に計画することで、伝統と高級感
を感じられる空間としております。最上階には、バーカ
ウンターのあるスカイラウンジやフィットネスルーム、
開放的な屋上庭園などの娯楽空間を計画することで、入
居者がより豊かな生活を過ごせる環境を整備しました。
　この建物が地域の人々や、入居者から親しまれる空間
となることを期待します。

株式会社井上穣建築デザイン研究所　杉山平造


